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A6：アンケート

・設問を組み合わせた集計・分析
を想定して設問の形式や選択肢
を考えることができる

1時間（50分）授業の場合は「①設問文の作成」までを目安とし、「５. 考えてみよう」でまとめる。

数学Ⅰ「データの分析」
その他、各教科や総合的な探究の時間等における学習全般

数学Ⅰ「データの分析」

【グループワーク推奨】
・身近な現象や事柄を中心に考えさせる。この時、関連性があ

るもの意識することを伝える。
・この部分の仮説は、漠然としたもの構わないので、ある程度

自由に大まかに考えさせる。
・生徒が悩んでいる場合は、話題として、「スマホ」「家庭学

習」「部活動」「校則」「マナー」「睡眠時間」「朝食の有
り無し」等を話題として与えてもよい。

・スキルのポイントを参照しながら、組み合わせの事柄に対し
て相関関係のイメージを持たせるとよい。

・今回は組み合わせが３つ、４つとなるクロス集計は想定して
いないため、要因（変数）が２つの相関関係を意識させる。

１．考えてみよう

確かめたい仮説「相関関係」を考えよう

・「1.考えてみよう」で立てた仮説の中から、生
徒が一番調べたいと思う仮説を１つ決定させ、そ
の仮説から要因（変数）を考えさせる。

・関係図を描かせイメージさせる。

・調べたいものや気になっている事象について、
仮説を立てる。

・ワークシートに記入させる。

2．やってみよう

３．やってみよう

４．やってみよう

５．考えてみよう

仮説を検証するための変数を多く挙げて
みよう

設定した質問項目で実際にアンケート調
査を行ってみよう。

・仮説の候補から１つ選択させ、その仮説に対して、具体的
な要因（変数）を複数、考えさせる。

・仮説を実証するために効果がある要因（変数）をできる限
り多くあげさせるとその後の設問を作りやすい。

・例１）の仮説からさらに、例A）のように想定を具体的な
ものに落とし込むように助言する。

・スキルのポイントも参照する。

・立てた仮説に対して相関関係が一番強くなりそうな要因（変
数）を選択できるように意識させる。

・検討した変数を活用して、設問と選択肢を考えさせる。この
時、「1.考えてみよう」で立てた仮説を検証できるのかもう
一度、振り返って設問及び選択肢を考えるように助言しても
よい。

・相関係数を求めることで、より具体的に分析することが可
能。相関係数については、表計算ソフト（関数機能）を利用
して求めた方が効率がよい。

・生徒の発表に対して、助言を行いながらクラウドサービスの
使用感や表計算ソフト使用して相関係数を求めた場合の効果
等を確認できるとよい。

・アンケートは、調査したい事象に対してして適切な設問を設
定することが大切であることを説明する。

・クラウドサービスを活用することで、アンケート調査が効率
的に行い得ることを再度、確認する。

・①〜⑥について、チェックリストを参考に取り組
ませる。

・⑤データの分析で使用したデータから相関係数を
計算し、数値的に相関関係を検討する。

・⑤データの分析で使用したデータから相関係数を
計算し、数値的に相関関係を検討する。

準備物・留意点等

活用できる教科や学習活動

学習活動

情報活用能力としてのねらい

高校モデル指導案：アンケートを作ろう 活動スキル

　色々な事象の相関関係に対して仮説を立て、その実証としてアンケート調査は有効である。高校生活においても、アン
ケートを生徒自身が作成する機会は多い。設問の文言（ワーディング）や選択肢の設け方などにも配慮した有効なアンケ
ート調査を実施するためのスキル向上を図りたい。
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�図の��な関係図を�いて、�����数を��

して��し��。

�記の����ってアンケート��を�って��し��。

① 設問文の作成
検討した変数を活用

□ ��の数を�め�。

□ 表現が違っていても、同じ事
を聞いてい����なってい
ないか確認。

□ 数量を聞く場合は、単位を明
記。（明記しないと集計が不
���な�。）

② アンケートフォーム作成
クラウドサービスの利用

□ クラウドサービスを利用して、
アンケートフォームを作成。

□ ��が����ない����
�してい�か確認。

� ��の������
QRコードを作成

□ ����を���。

□ �い合���も���。

□ フォームの��用�R� か�、
QR コードを作成。 

④ データの集計
集計作業の自動化

□ 集計したデータをクラウド
サービスで確認��。

⑤ データの分析
表計算ソフトでの散布図の作成

□ 表計算ソフトで散布図を作成。

□ 相関関係を求め�。 
（相関係数の求め方は次ペー
ジを参照。）

⑥ 結果の確認
仮説検証の効率化

□ ��が��と��してい�か
を確認。

???

6

�ン��ト���� 名前：

月 日 曜日
活動スキル

�����仮説 �相関関係� ��������������

スキルのポイント①

相関関係の 
����な 
事象（仮説）

例）���の��数���������������が��のか�

・

・

・

・

・

����が ����に��を��てい�の�、����ないか�い���説を����。

� 変数 （��）を���き�、����が��的���的に説明�き�ものを����が大��

�。（分析����な���。）

（説明がつ�例）足のサイズが大きいほど、�����な�。

（説明がつかない例）足のサイズが大きいほど、緑色の靴を好む。

② 変数の種類について （代表的なもの）

� ��変数 ���の��に、������� �������� の�に�、������� �������� など、���

の�に��に�����が��もの。

� ����変数 �������、����などの��に�な�分類�な�もの。

� ��変数 �サイ��の�、� ・� ・� ・� ・� ・�の��に�の�が���ないもの。

③ データの分析について

変数を���、���ー�を������の分析��の�つ��て、数�������������

��を�い����、�つの変数に��て���が��のかを分析����が����。
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�の相関関係��� �の相関関係���相関関係なし
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共分散 Sxy ������������� 　　: x の平均値　　　: y の平均値）　

Sx と Sy  �� の����と � の����� ������������

Sy  ��������� ����������

r = 相関係数 = 
共分散

（xの標準偏差）（yの標準偏差）SxSy

Sxy

Sxy n= 1 {(x1 - x)(y1 - y)+・・・+(xn - x)(yn - y)}

n= 1 (x1 + x2 ・・・+xn ・・) - Sx
2 2 2

n
1 (x1 + x2 +・・・+xn ・・)  2 2 2

2{ }

�����������

������ �����と�����と������
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散��の��������������������と���分����������
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+1に近いとき -1に近いとき0に近いとき

サンプルデータ

x 2 3 4 6 7 8 10 11 12 13

y 4 6 7 9 8 10 8 12 10 14

��データ�������������������表計算ソフト����������計算�������������

計算例

・身近な気になっている事象について、仮説を考える。

・ 考 え た 仮 説 に 対 し て 、 よ り 具 体 的 な 要 因 （ 変 数 ） と な る も の を 複 数 、 考
え さ せ る 。 関 係 図 を 描 か せ る と イ メ ー ジ し や す い 。

① 【設問文作成】選択した要因（変数）に対して、適切な設問と選択肢を考え
させる。もう一度、考えた仮説が実証できるのか振り返ることも重要。

② 【 フ ォ ー ム 作 成 】 ク ラ ウ ド サ ー ビ ス を 利 用 し て 作 成 す る 。 学 校 の 教 育 系
ネ ッ ト ワ ー ク か ら 接 続 で き る ク ラ ウ ド サ ー ビ ス を 事 前 に 確 認 し て お く 。

③ 【 周 知 】 多 く の ク ラ ウ ド サ ー ビ ス で は ア ン ケ ー ト フ ォ ー ム を 作 成 す る と
公 開 用 の Ｕ Ｒ Ｌ が 作 成 さ れ る の で Q R コ ー ド に 変 換 す る 。

④ 【 集 計 】 ク ラ ス 内 の グ ル ー プ か ら 、 代 表 を 一 つ 決 め 全 員 で 、 代 表 グ ル ー
プ が 作 成 し た ア ン ケ ー ト に 回 答 す る と 、 母 数 が 多 く 集 ま り よ い 。

⑤ 【 分 析 】 散 布 図 を 確 認 し 、 相 関 関 係 を 分 析 す る 。
⑥ 【 確 認 】 立 て た 仮 説 と 一 致 し て い る か 確 認 さ せ る 。

・ 散 布 図 や 相 関 係 数 を 用 い て 分 析 さ せ る 。
・ 分 析 結 果 や 発 表 等 に 対 し て 、 助 言 を 行 い な が ら ク ラ ウ ド サ ー ビ ス の 使 用

感 や 表 計 算 ソ フ ト を 使 用 し て 相 関 係 数 を 求 め た 場 合 の 効 果 等 を 確 認 で き る
と よ い 。

【 １ 時 間 の 授 業 の 場 合 】
・ 今 回 は 、 設 問 の 作 成 ま で だ っ た が 、 今 後 の ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 す る と

き に 活 用 し て ほ し い こ と を 伝 え る 。
【 ２ 時 間 の 授 業 の 場 合 】
・ 作 成 し た ア ン ケ ー ト で 調 査 し た 結 果 に つ い て 、 グ ル ー プ ご と に 分 析 ・ 発

表 さ せ 、 指 導 ・ 講 評 を 行 う 。 （ 時 間 が 少 な い 場 合 は 、 代 表 グ ル ー プ に 発 表
さ せ る ）

　1人１台環境とクラウドサービスが利用できるようになったことで、アンケートの実施はとても容易になりました。集
計も設問ごとの単純集計であれば自動的に行うことができます。簡単になったからこそ、アンケートの中身にこだわりた
いものです。アンケートを通して何を検証したいのか仮説を明確にもって設問をつくること、設問の文言（ワーディン
グ）や選択肢の設け方などに配慮することで、回答者が答えやすく、回答者が誤解したり、回答を誘導したりすることの
ないアンケートをつくることができます。集計結果は、設問ごとの平均、最小・最大値、標準偏差など基本的な情報を確
認します。２変数の関係を確かめる場合、散布図で大まかな傾向をつかんだ上で、相関係数を求めます。

アドバイザーのコメント

例1）部活動の休日数と成績の関係
例2）家庭学習時間とスマホの使用時間の関連性について
例3）睡眠時間と成績の関係

例A）1週間で日曜日のみ休みの部活動と水曜日など中間日に1日と日曜
日に休みを設定している部活では、差が出るのか。

例B）部活動の休日数と成績の調査なので、成績は具体的に学年末考査
の平均点を調査する。

例C）土日休日と週の中間日と日曜日など、休みの取り方で成績に影響
がでるのか。

朝食を食べてきた場合とそうではない場合の成績の関係。 

睡眠時間と成績の関係

マスクの使用とインフルエンザにかかる割合の関係。

スマホやゲーム等の使用時間と視力の関係。 

部活動の休日数と成績の関係。

スマホやゲーム機

の画面サイズ

スマホやゲーム等

の使用時間と視力

の関係

使用時間

使用時の目

との距離

使用環境 

(照明の有無) 

『スマホやゲーム等の使用時間と視力の関係』について、関係図から

変数として『使用時間』を選択し、アンケート調査を行ったところ、

散布図では+1の傾向が現れたので、使用時間と視力には相関関係があ

りそうなことが分かった。

その他として、関係図で考えた変数はまだ、いくつかあるのでそれら

について調査することでより、関連性が分かるのではないかと思う。


